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論理学 1 15 地域・在宅看護論 1 30

情報科学 1 30 地域と健康 1 15

生物学 1 30 在宅療養生活を支える看護 1 30

看護と人間工学 1 15 在宅における医療管理と看護 1 30

心理学 1 30 在宅における特徴的な看護 1 30

倫理学 1 30 成人看護学概論 1 30

教育学 1 15 急性期にある患者の看護 1 30

社会としくみ 1 15 リハビリテーション看護 1 30

家族論 1 15 慢性疾患のある患者の看護 1 30

人間と文化 1 15 老年看護学概論 1 30

人間関係論 1 30 高齢者の生活を支える看護 1 30

カウンセリング理論 1 15 高齢者に特有な症状・疾患・障害と看護 1 30

英語 1 30 小児看護学概論 1 30

健康科学 1 15 健康課題をもつ子供と家族への看護 1 30

14 300 様々な状況にある子どもと家族への看護 1 30

解剖生理のための基礎知識 1 15 母性看護学概論 1 30

解剖生理と疾患・治療Ⅰ呼吸 1 20 正常なマタニティサイクル期の看護 1 30

解剖生理と疾患・治療Ⅱ循環 1 20 異常なマタニティサイクル期の看護 1 30

解剖生理と疾患・治療Ⅲ消化器 2 45 精神看護学概論 1 30

解剖生理と疾患・治療Ⅳ脳・神経 1 30 精神疾患、障害の特徴と看護 1 30

解剖生理と疾患・治療Ⅴ運動器 1 30 精神看護の対象の理解と支援 1 30

解剖生理と疾患・治療Ⅵ代謝 1 15 医療安全 1 15

解剖生理と疾患・治療Ⅶ血液 1 15 看護管理 1 15

解剖生理と疾患・治療Ⅷ腎・泌尿器、女性生殖器 1 30 看護実践演習 1 15

解剖生理と疾患・治療Ⅸ液性調節・免疫 1 20 災害看護 1 15

解剖生理と疾患・治療Ⅹ感覚器 1 30 国際看護 1 15

病理学 1 15 継続看護 1 15

生命活動と栄養 1 30 専門職連携 1 30

微生物と感染症学 1 30 家族看護 1 15

薬理学 1 30 保健指導 1 15

疾病に対する医療 1 30 周手術期と看護 1 30

総合医療論 1 15 薬物療法と看護 1 15

公衆衛生学 2 30 終末期と看護 1 30

社会福祉 1 30 47 1,200

関係法規 2 30 基礎看護学実習Ⅰ 2 90

23 510 基礎看護学実習Ⅱ 2 90

看護学概論 1 30 地域・在宅看護論実習 2 90

1 30 成人・老年看護学実習Ⅰ（周手術期） 2 90

2 45 成人・老年看護学実習Ⅱ（終末期） 2 90

1 30 成人・老年看護学実習Ⅲ（保健指導） 2 90

2 45 老年看護学 老年看護学実習Ⅰ 2 90

1 30 小児看護学 小児看護学実習 2 90

1 30 母性看護学 母性看護学実習 2 90

コミュニケーション技法 1 15 精神看護学 精神看護学実習 2 90

ヘルスアセスメント 1 30 看護の統合 総合実習 3 135

臨床看護総論 1 30 23 1,035

看護倫理 1 15 107 3,045

看護研究 1 30

成
人
看
護
学

【注1】看護師又は助産師として5年以上の実務経験がある専任教員等による授業科目は橙色で表示

【注2】医師、歯科医師、薬剤師、看護師、助産師、保健師、管理栄養士として実務経験を有する非常勤講師による授業科目は黄色で表示

【注3】臨地実習は看護師又は助産師として実務経験を有する専任教員及び実習病院・施設職員である実習指導者が指導対応（緑色で表示）
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地域・在宅看護論

授業科目一覧（2025年度）【実務経験のある教員等の授業科目】

看護基本技術Ⅰ
（看護技術の概念、看護情報管理、感染防止、安全・安楽）

日常生活援助技術Ⅰ
（生活環境、活動と運動、休憩と睡眠）

日常生活援助技術Ⅱ
（栄養と食生活、排泄、清潔と衣生活）

診療に伴う援助技術Ⅰ
（呼吸、循環、体温調整、生体機能のモニタリング、皮膚・創傷管理）

診療に伴う援助技術Ⅱ
（薬物療法、輸血管理、救命救急処置）

看護基本技術Ⅱ
（看護過程、学習支援）

成人・老年看護学
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